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荒波に揉まれる森のハト
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秋のフィールドの落とし物

子どもたちの想像力をかきたてる

　今秋、 フィールドに出掛ける度に 「面白いと思った自然物」 を拾ってきてマイコレクションを

作ってきました。 私のデスクの上に置いた仕切りケースに、 コツコツと足していったところ、 「こ

れなあに？」 「おもしろい！」 と多くの園児が興味を持ってくれるようになりました。 魅力あふれ

る自然の造形美。 眺めたり、 触れたりするだけでも、 私たちの心にさまざまな彩りを添えてくれ

ます。 自然の温もりがたくさん詰まった、 フィールドの “落としもの ”。 親子で楽しめるので、 ぜ

ひおススメしたいです。
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１／ヒシの実　忍者道具 “ マキビシ ” にもなる鋭い棘を持つ。よくみる
　と動物や怪獣の体や顔のようにも見える不思議な実。
２／タイサンボクの実　マイクのような形をしていて、子どもたちの
　ごっこ遊びにもよく利用される。
３／フジの実　種子は固く艶があり、碁石のような乾いた音が魅力的。
　「お金（硬貨）」に見立てる子も。鞘（さや）は乾燥させると木片の
　ように固くなる。
４／エビフライ（アカマツの実）　リスが “ 松ぼっくり ” を食べた後に
　残った芯。そっくりすぎて驚きだ。
５／トチノキの実　栗饅頭のような温もりのある質感が魅力的。
６／ムクロジの実　ガラス細工のような透明感が美しい。種子は羽子

　板の羽根になる。果肉は石鹸になるので、泡遊びをしても楽しい。
７／イスノキの虫こぶ　“ はらぺこあおむし ” が果実を食べた跡のよう
　な不思議な穴が空く。（はこね・おだわら昆虫館でいただいたもの）
８／ヒマラヤスギの実　バラの花のドライフラワーのような美しい形。
９／シロバナヨウシュチョウセンアサガオの実　ボリューミーで奇妙
　な姿は、巨大なオナモミの実のよう。
１０／ハクウンボクの実　コーヒー豆のような可愛い実。
１１／ムクノキの実　熟すと藍色に変わり、干柿のような甘い芳香を
　放つ。
１２／モミジバフウの実　漢字で “紅葉葉楓 ”と表わされるように、葉
　はカエデのよう。トゲは固く、奇妙な形が美しい。
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四季のコラム
文／堀田 佳之介（平岡幼稚園 園長）

秋（1）
本誌発行元の平岡幼稚園の園便りに掲載したコラムを一部改編してお届けします。
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までの間、 他の動画が順次配信されるそうですので、 ご興味のあ

る方はぜひチェックしてみて下さい。

3

　昆虫の不思議や面白さ、 昆虫が織り成す数々のドラマを熱く語る

香川さんの番組 「昆虫すごいぜ！」 は、 老若男女多くの視聴者の心

をつかむ番組でした。 昆虫が苦手な人が多い世間において、 昆虫

のイメージを大きく上げるとともに、 全国の子どもたちから大きな

支持を得ていた番組なので、 観られなくなってしまったことをずっと

残念に思っていました。

　あれから 3年、 香川さんが YouTube で新たな昆虫番組 「香川

照之のカァーブル昆虫記」 と 「むしむしの森」 を立ち上げました。

形は変わりましたが、 香川さんの番組がまた観られるようになり、

これをきっかけに再び昆虫に親しむ子どもたちが増えてくれるので

はないかと期待しています。

　実は先般、 香川さんやスタッフさんから、 その 「カァーブル昆虫

記」 のロケにお誘いいただき、 私ほか数名で参加してきました。 終

始笑顔が絶えない楽しいロケとなり、 辺りが暗くなるまで虫を追い

かけました。 この動画の公開時期は数か月先のようですが、 それ

１／ YouTube 番組「香川照之のカァーブル昆虫記」。
２／撮影場所は神奈川県の某所。香川さんの昆虫に対す
る情熱が前面に出た撮影となった。３／撮影はあたりが
暗くなるまで行われた。４／香川さんプロデュースの昆
虫子供服ブランド INSECT MARKET による YouTube 番組
「むしむしの森」。より幼い子ども向けの内容となってい
る。

俳優 香川照之さんの昆虫番組

2 4

「香川照之のカァーブル昆虫記」

「むしむしの森」By INSECT MARKET

https://www.youtube.com/@kabre_insect

https://www.youtube.com/@mushimushinomori

1

YouTube

YouTube

No Insects No Life

※ 画像は許可を得て掲載しています



に東南アジアへ移動するそうです。 ちょうど移動の際中に疲れ果て

てしまい、 一休みしようと平岡幼稚園に立ち寄ったのかもしれませ

ん。 日頃子どもたちの遊び場となっているこの小さなビオトープが、

センダイムシクイにとっては住宅地の中の貴重なオアシスに見えた

のかもしれませんね。

　11 月のとある日、 平岡幼稚園のビオトープの管理作業をしてい

たところ、 ウグイスに似た１羽の小鳥が木の上から落ちるように舞

い降りてきました。 あまり元気がなく、 じっとして動きません。 とり

あえず写真に撮り、 今号の特集でお世話になった鳥の専門家の斎

藤常實さんと金子典芳さんに見ていただいたところ、 「センダイム

シクイ」 という鳥であることが判明しました。

　この仲間はどれもよく似ていて、 外見での判別が難しいようです

が、 センダイムシクイは頭に白っぽい線が入ることで見分けられる

そうです。 ちなみに 「ムシクイ （虫喰）」 の名の由来は、 文字通り

虫を好んで食べるため。 「センダイ」 のほうは、諸説あるようですが、

鳴き声 「チヨチヨビー」 の千代 （チヨ）→千代 （センダイ） だとか。

　本種は、 日本では夏鳥 （春～秋に見られる鳥） で、 冬になる前
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１／平岡ビオトープで初確認されたセンダイムシクイ。
２／子どもが好きな虫たちは鳥の食べ物にもなるのだ。
３／住宅地の中にある平岡幼稚園だが、敷地内には緑
が多いためか、色々な鳥が訪れる。過去には、センダ
イムシクイと同じく夏鳥の「ヤブサメ」が南下の途中
に立ち寄ったことも（本誌 Vol.23 参照）。

平岡幼稚園に珍客がやってきた！

四季のコラム 秋（2）
本誌発行元の平岡幼稚園の園便りに掲載したコラムを一部改編してお届けします。

園内で初確認の鳥
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Publisher of this magazine
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本誌出版元 平岡幼稚園

　湧き水や井戸水を利用した水辺、 豊かな植生が見ら

れる園内。 ひとたび散策すれば、 子どもたちはいろい

ろな発見をしていきます。 色彩鮮やかな野の花、 さま

ざまな匂いや質感の葉、 甘酸っぱい果実、 幻想的な羽

化 etc ・ ・ 。 昨日見られたものが今日も同じとは限り

ません。 自分の考えや予想に反することもこともあるで

しょう。 自然はいつだって同じではない、 だから子ども

たちは夢中になるのです。

　平岡幼稚園は、 住宅地や耕作地に囲まれながらも豊かな自

然が残っています。 野生生物の棲み処 （ビオトープ） として管

理することで、 子どもたちがたくさんの 「いのち」 とふれあい

ながら、 日々園生活を送っております。

いのちとふれあう教育

〒259-1212
神奈川県平塚市岡崎3024

学校法人平岡学園 平岡幼稚園
TEL： 0463-58-1188 website

平岡幼稚園

平岡幼稚園 ツリーハウス

トトロのおうち



協力してくれたひと
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野鳥観察・研究グループ “ こまたん ” メン
バー。日本野鳥の会会員（金子氏は神奈川
支部幹事）。鳥類全般（特にアオバト）につ
いて豊富な見識を持つ。本誌では鳥類の同
定でお世話になっているほか、本誌 3号「ア
オバトが繋ぐ人の輪・自然の輪」は斎藤氏、
11 号「愛すべき湘南の鳥」は金子氏にご
協力いただいた特集である。
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ま
れ
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森
の
ハ
ト

ア
オ
バ
ト
の
鳴
き
声
は
﹁
あ
お
？
﹂

　

ア
オ
バ
ト
は
森
の
中
に
い
る
と
非
常
に
見
つ
け
づ
ら
い

が
︑
鳴
き
声
が
特
徴
的
な
の
で
存
在
に
は
気
付
き
や
す
い
︒

ま
ず
前
奏
の
よ
う
に
︑﹁
オ
オ
ゴ
ア
ッ
ゴ
﹂
と
小
さ
く
鳴
き
︑

そ
の
あ
と
﹁
オ
ー
・
オ
ー
・
オ
ア
オ
・
オ
ア
オ
﹂
と
大
き

な
声
で
鳴
く
︒
鳥
類
は
一
般
的
に
オ
ス
は
求
愛
な
ど
の
た

め
に
よ
く
鳴
き
︑
メ
ス
は
あ
ま
り
鳴
か
な
い
場
合
が
多
い

が
︑
ア
オ
バ
ト
は
オ
ス
も
メ
ス
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
鳴
く

の
が
面
白
い
︒︵
理
由
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
︶

　
﹁
ア
オ
～
﹂
と
鳴
く
か
ら
と
い
う
説
と
︑
緑
色
︵
昔
は
青

と
表
現
さ
れ
た
︶
の
体
色
か
ら
と
い
う
説
︑
も
し
く
は
そ
の

両
方
と
い
う
説
が
あ
る
︒
ち
な
み
に
英
名
は
﹁Japanese

G
reen

 P
igeo

n

﹂︵
日
本
の
緑
の
ハ
ト
︶︑
も
し
く
は

﹁W
hite-bellied G

reen Pigeon

﹂ ︵
白
い
腹
の
緑
の
ハ

ト
︶︒
ど
ち
ら
も
見
た
目
が
由
来
に
な
っ
て
い
る
が
︑
和
名

の
﹁
ア
オ
バ
ト
﹂
は
鳴
き
声
の
﹁
ア
オ
～
﹂
と
体
色
の
﹁
青

︵
ア
オ
︶﹂
が
重
な
っ
た
︑
絶
妙
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
な
っ
て

い
る
︒

　

ち
な
み
に
︑
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
童
話
﹃
青
い
鳥
﹄
か

ら
の
連
想
な
の
か
︑
ア
オ
バ
ト
を
﹁
幸
せ
の
青
い
鳥
﹂﹁
幸

せ
を
運
ぶ
鳥
﹂
な
ど
と
呼
ぶ
人
も
い
る
よ
う
だ
︒

な
ぜ
ア
オ
バ
ト
と
呼
ば
れ
る
の
か
？

● 

斎
藤
常
實
さ
ん

　
　
　（
茅
ヶ
崎
市
在
住
）

● 

金
子
典
芳
さ
ん

　
　
　（
平
塚
市
在
住
）

photo／Noriyoshi Kaneko
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１／アオバト♂   ２／アオバト♀  ３／眼は赤色、眼周りと
嘴は水色だ。  ４／英語でWhite-bellied Green Pigeonと呼ば
れる通りお腹が白い。  ５／緑色の羽を拡大すると黄色と
青色になる。  ６／大磯町のゆるキャラ「いそべぇ・あおみ」

�

特
集

美
し
い
姿
の
ひ
み
つ

海
水
を
飲
む
珍
し
い
鳥
︑
ア
オ
バ
ト
︒
長

年
鳥
類
の
観
察
・
研
究
に
取
り
組
む
斎
藤

常
實
氏
と
金
子
典
芳
氏
の
力
を
借
り
て
︑

こ
の
鳥
の
魅
力
に
迫
ろ
う
︒

大
磯
町
と
ア
オ
バ
ト

　

ア
オ
バ
ト
は
緑
を
基
調
と
し
た
︑
森
林
の
保
護
色
の
よ

う
な
体
色
を
し
て
い
る
︵
オ
ス
は
羽
の
一
部
が
赤
褐
色
︶︒

面
白
い
こ
と
に
︑
そ
の
緑
色
の
部
分
を
顕
微
鏡
で
拡
大
す

る
と
︑
緑
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
︒
青
色
と
黄
色
の

羽
が
縞
模
様
と
な
る
こ
と
で
緑
に
見
え
て
い
る
の
だ
︒

　

ほ
か
に
も
︑
赤
と
青
が
リ
ン
グ
状
に
な
っ
た
美
し
い
瞳

を
持
つ
の
も
ア
オ
バ
ト
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑

脚
の
下
の
方
︑
指
が
分
か
れ
る
あ
た
り
ま
で
毛
で
お
お
わ

れ
て
い
る
の
も
ア
オ
バ
ト
の
特
徴
だ
︒

アオバト
英名： Japanese Green Pigeon（White-bellied Green Pigeon）

中国大陸、台湾、北海道～九州に分布するが、日本に生息するものは亜種として区別される。
繁殖期には全国に分布し、冬は主に西日本で越冬をする。関東では、夏は標高 1,000mあたり
で営巣し、一部は平地～ 500ｍほどの場所でも越冬する。海水を飲むという珍しい生態を持ち、
山～海の移動を繰り返す。学名のsieboldii（シーボルディ）は、新種記載された際に基準となっ
た標本の採集者が、あのシーボルト博士であったことにちなむ。

ハト目ハト科アオバト属

学名： Treron sieboldii

　

神
奈
川
県
大
磯
町
の
照
ヶ
崎
海
岸
に
︑
は
る
ば
る
丹
沢

山
地
の
森
か
ら
海
水
を
飲
み
に
や
っ
て
く
る
鳥
が
い
る
︒

ア
オ
バ
ト
と
い
っ
て
︑
南
国
の
鳥
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
美

麗
な
色
を
し
た
ハ
ト
の
仲
間
だ
︒
積
極
的
に
海
水
を
飲
む

習
性
を
持
っ
た
鳥
は
と
て
も
珍
し
く
︑
日
本
で
は
ア
オ
バ

ト
と
カ
ラ
ス
バ
ト
の
２
種
し
か
い
な
い
︒
照
ヶ
崎
海
岸
は

一
日
で
延
べ
三
千
羽
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
日
本
最
大
規

模
の
飛
来
地
だ
が
︑
な
が
ら
く
一
部
の
鳥
好
き
以
外
︑
地

元
住
民
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑

照
ヶ
崎
海
岸
が
ア
オ
バ
ト
の
集
団
飛
来
地
と
し
て
県
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
︑
大
磯
町
の
﹁
町
の
鳥
﹂
と
も
な
り
︑

ア
オ
バ
ト
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〞
も
登
場

す
る
な
ど
︑
今
で
は
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
っ

て
い
る
︒
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写
真
：
金
子
典
芳
氏
撮
影
（
１
〜
４
）　

斎
藤
常
實
氏
撮
影
（
５
）

©2011 OISOMACHI6



１／岩場に降り立ち海水を飲む様子。　２／アオバトは、丹沢山地と
照ヶ崎海岸を結ぶ、大磯丘陵のグリーンベルトを通って往復している。
３／森の中では姿を見つけづらいアオバト。　４／ハヤブサに襲われ
るアオバト。　５／「ノドアカ」と呼ばれる喉の辺りが赤いアオバト。
ヒナに給餌した際の食べこぼしによる。　６／アオバトが食べる液果
（写真はウワミズザクラの実）

丹沢山地

照ヶ崎海岸

大磯丘陵

©Google

１

2

3

6

5

写真：金子典芳氏撮影（1・3～ 5）
　　　吉田文雄氏撮影（6）

4

photo／Noriyoshi Kaneko
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ア
オ
バ
ト
は
大
変
〝
偏
食
〞
な
鳥
で
︑
春
か
ら

秋
に
か
け
て
は
森
で
液
果
︵
水
分
の
多
い
多
肉
質

な
果
実
︶
ば
か
り
を
食
べ
て
い
る
︒
こ
の
時
期
海

水
を
飲
み
に
行
く
の
だ
が
︑
こ
れ
は
︑
液
果
ば
か

り
だ
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
︑

海
水
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
補
給
し
て
い
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
︒

　

た
だ
し
要
因
は
一
つ
で
は
な
さ
そ
う
で
︑
同
じ

時
期
に
行
わ
れ
る
子
育
て
に
必
要
な
ピ
ジ
ョ
ン
ミ

ル
ク
︵
吐
き
戻
し
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
栄
養
価

の
高
い
液
体
︶
を
作
る
こ
と
と
の
関
係
も
考
え
ら

れ
る
そ
う
だ
︒

　

ち
な
み
に
︑
冬
は
主
に
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
︑
海

に
は
行
か
ず
に
淡
水
を
飲
ん
で
い
る
︒

海
へ
行
く
の
は
果
実
食
の
せ
い
⁈

�
　

丹
沢
山
地
か
ら
照
ヶ
崎
海
岸
ま
で
の
約
３
０
㎞

を
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
飛
来
す
る
ア
オ
バ
ト
︒
オ

ス
の
集
団
が
朝
６
時
７
時
あ
た
り
に
ま
ず
訪
れ
︑

メ
ス
の
集
団
は
少
し
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
︒
巣
を

留
守
に
し
な
い
よ
う
交
互
に
来
る
の
だ
︒
道
中
オ

オ
タ
カ
な
ど
の
猛
禽
類
か
ら
身
を
隠
し
や
す
い
よ

う
に
︑
森
林
を
伝
っ
て
飛
行
し
て
い
く
︒
照
ヶ
崎

海
岸
に
と
り
わ
け
多
く
飛
来
す
る
の
は
︑
丹
沢
山

地
と
海
岸
の
間
を
︑
大
磯
丘
陵
の
森
林
が
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
繋
い
で
い
る
か
ら
だ
︒

　

緑
の
多
い
森
の
中
で
は
保
護
色
と
な
る
羽
も
︑

海
で
は
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
い
︒
そ
の
た
め
︑

照
ヶ
崎
海
岸
で
は
ハ
ヤ
ブ
サ
に
襲
わ
れ
る
姿
が
た

び
た
び
見
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
ア
オ
バ
ト
は
他
の

ハ
ト
に
比
べ
て
尾
羽
が
抜
け
や
す
く
︑
猛
禽
類
に

掴
ま
れ
て
も
逃
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
︒

　

果
実
食
の
ア
オ
バ
ト
は
︑
丹
沢
山
地
と
照
ヶ
崎

海
岸
の
間
を
飛
行
す
る
際
に
︑
種
子
の
入
っ
た
糞

を
落
と
す
た
め
︑
森
を
作
り
な
が
ら
往
来
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
︒
ア
オ
バ
ト
は
︑﹁
森
に
守
ら
れ
︑

森
を
作
る
﹂
ハ
ト
と
い
え
よ
う
︒

森
に
守
ら
れ
︑
森
を
作
る
ハ
ト

　

照
ヶ
崎
海
岸
で
ご
く
ま
れ
に
確
認
さ
れ
て
い
た

﹁
喉
が
赤
い
ア
オ
バ
ト
﹂︒
齋
藤
氏
と
金
子
氏
の
仲

間
内
で
は
﹁
ノ
ド
ア
カ
﹂
と
呼
ば
れ
︑
当
初
は
突

然
変
異
？
新
種
？
な
ど
と
様
々
な
憶
測
が
な
さ
れ

て
い
た
︒
し
か
し
今
で
は
︑
子
育
て
中
の
親
が
ヒ

ナ
へ
餌
を
吐
き
戻
し
て
与
え
る
際
に
︑
果
汁
が
喉

に
垂
れ
た
跡
だ
と
判
明
し
て
い
る
︒
出
現
率
は
０
．

１
％
ほ
ど
︒
出
会
え
た
ら
超
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
る
︒

出
現
率
０
．
１
％
！

　
　

﹁
ノ
ド
ア
カ
﹂
ア
オ
バ
ト

　

繁
殖
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
丹
沢
山
地
の
森
の

中
で
行
う
︒
通
常
一
回
に
２
個
産
卵
す
る
︒
親
鳥

は
海
水
を
飲
み
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
︑

巣
が
留
守
に
な
ら
な
い
よ
う
︑
主
に
昼
間
は
オ
ス

が
︑
夜
は
メ
ス
が
卵
を
抱
く
な
ど
︑
交
代
で
巣
を

守
る
︒
ヒ
ナ
に
与
え
る
ピ
ジ
ョ
ン
ミ
ル
ク
も
︑
オ
ス
・

メ
ス
両
方
作
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ア
オ
バ
ト
の
ヒ

ナ
は
︑
父
母
両
方
か
ら
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
と
栄
養

を
も
ら
っ
て
育
つ
の
だ
︒

子
育
て
は
共
同
で

彼
ら
に
は
海
に
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
︒

アオバト
荒波に揉まれる森のハト

特集

photo／Noriyoshi Kaneko
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上左／上空を飛ぶアオバトの群れを観察
する様子（平岡幼稚園のアオバト観察会）。
上右／ハヤブサに捕らえられ、羽を散ら
すアオバトのメス。
下／荒波の中でも果敢に岩場に降り、命
がけで海水を飲もうとするアオバト。丹
沢の山々は穏やかでも、照ヶ崎の海は大
荒れの日もある。

Ｅ
Ｎ
Ｄphoto／Noriyoshi Kaneko

残
さ
れ
た
ヒ
ナ
た
ち
を
想
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

鳥
の

本
当
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
が
︑
ア
オ
バ
ト
の
生
態
を

知
ら
な
か
っ
た
ら
︑
こ
ん
な
想
像
力
が
働
く
こ
と
も
な
か
っ

た
し
︑
そ
も
そ
も
存
在
に
も
気
付
か
な
か
っ
た
は
ず
だ
︒

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
︑
来
シ
ー
ズ
ン
︑
春
か
ら
秋
の
早
朝
の

照
ヶ
崎
海
岸
を
訪
れ
て
み
て
欲
し
い
︒
こ
の
特
集
を
読
ん

だ
後
な
ら
ば
︑
ア
オ
バ
ト
の
朝
日
に
輝
く
美
し
い
姿
を
楽

し
む
だ
け
で
な
く
︑
そ
の
裏
の
ド
ラ
マ
へ
も
想
い
を
馳
せ

な
が
ら
観
察
を
楽
し
め
る
こ
と
だ
ろ
う
︒
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実
は
こ
の
ア
オ
バ
ト
︑
あ
る
雨
の
日
の
朝
に
平
岡
幼
稚

園
に
も
飛
来
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
姿
は
見
え
な
か
っ
た
が
︑

樹
上
か
ら
﹁
オ
ー
オ
ー
・
オ
ア
オ
﹂
と
特
徴
的
な
鳴
き
声

が
聴
こ
え
て
き
た
の
だ
︒
早
朝
と
い
う
ほ
ど
早
く
は
な
か
っ

た
の
で
︑
海
岸
か
ら
丹
沢
山
地
へ
帰
る
途
中
に
雨
宿
り
し

よ
う
と
︑
樹
木
が
少
し
ま
と
ま
っ
て
い
る
平
岡
幼
稚
園
に

立
ち
寄
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
ど
こ
か
物
悲
し
い
鳴
き

声
に
感
じ
た
が
︑
荒
波
に
の
ま
れ
た
仲
間
を
︑
あ
る
い
は

大磯町 照ヶ崎海岸

Access

照ヶ崎海岸は大磯港のすぐ西側に
ある。大磯駅からも比較的近く徒
歩で約 12 分。車で行く場合は有
料の大磯港第 1駐車場・第 2駐車
場を利用するのが便利だ。海が荒
れている場合は、防波堤から観察
しよう。

�

命
の
ド
ラ
マ
に
想
い
を
馳
せ
て

子
の
命
を
背
負
い
荒
波
に
挑
む

　

台
風
が
過
ぎ
た
後
の
照
ヶ
崎
海
岸
で
︑
浜
辺
に
ず
ら
り

と
ア
オ
バ
ト
の
死
体
が
打
ち
上
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
︒
海
水
を
飲
ま
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
ア
オ
バ

ト
は
︑
大
荒
れ
の
海
で
も
果
敢
に
岩
場
へ
降
り
て
い
く
た

め
︑
時
に
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
う
の
だ
︒

　

も
し
子
育
て
中
だ
っ
た
ら
︑
残
さ
れ
た
ヒ
ナ
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
？  

ア
オ
バ
ト
は
一
度
に
２
個
卵
を
産
む
の

で
︑
照
ヶ
崎
で
一
羽
の
親
が
死
ぬ
と
丹
沢
山
地
で
は
２
羽

の
ヒ
ナ
が
死
ぬ
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
︙
︙

　

お
話
を
伺
っ
た
斎
藤
常
實
氏
も
︑
ハ
ヤ
ブ
サ
に
襲
わ
れ

る
姿
な
ど
何
度
も
見
て
き
た
そ
う
だ
が
︑
荒
れ
る
海
に
自

ら
突
っ
込
ん
で
い
き
死
ん
で
い
く
ア
オ
バ
ト
を
見
る
の
は
︑

な
ん
と
も
や
り
切
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
︒
生
き

も
の
の
観
察
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
︒
理
不
尽

と
も
思
え
る
過
酷
な
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
︑
生
き

る
こ
と
の
厳
し
さ
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
︑
氏
も
随
分
そ
の

手
で
ア
オ
バ
ト
を
埋
葬
し
て
き
た
そ
う
だ
︒

海
を
求
め
︑海
に
の
ま
れ
る
森
の
ハ
ト
︒

ア
オ
バ
ト
か
ら
過
酷
な
自
然
の
摂
理
を

垣
間
見
る
︒

荒波と戦うアオバトの飛翔に息を呑み
命のドラマを心に刻んでいく

● 『アオバトのふしぎ ～森のハト、海へ行く』2019 年度特別展展示解説書（編／松本涼子　
　　著／金子典芳ほか　発行／神奈川県立 生命の星・地球博物館）
● 『アオバトのふしぎ』（著／こまたん　発行／エッチエスケー）

参考文献

アオバト
荒波に揉まれる森のハト

特集

photo／Noriyoshi Kaneko
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A／大磯町のゆるキャラとコラボしたアオバト観察会。   B／
こまたん著『アオバトのふしぎ』（エッチエスケー）   C／神奈
川県立生命の星・地球博物館と “ こまたん ” が共催した 2019
年度特別展「アオバトのふしぎ ～森のハト、海へ行く」（7月
20日～11月10日）の展示解説書。

次々とアオバトの生態を
大磯町のとあるハイツ

趣味の探鳥会 “こ

1983 年創設の探鳥会。風変りな名
称は「高麗探鳥会（こまたんちょう
かい）」の略称が定着したことによ
る。アオバトを中心に湘南地域の鳥
類の観察や調査を行うほか、観察会
や講演会、メディア出演等さまざま
な普及啓発活動に取り組む。
著書に「アオバトのふしぎ」（エッチ
エスケー）、メディア出演には NHK
ダーウィンが来た！「命がけ！荒波
に挑む森のハト」（2016 年 1 月 17
日初回放送）などがある。

こまたん
● 野鳥研究・観察グループ

観察会でも調査でもアオバトへは必要以上に近づかずに望遠鏡
を設置。鳥にプレッシャーを与えないように気遣い、人と鳥の
距離感を大切にするのが「こまたんスタイル」だ。

Another story of   the special feature

ア
オ
バ
ト
伝
道
師　

こ
ま
た
ん

　

研
究
だ
け
で
な
く
、
ア
オ
バ
ト
が
多
く
の
住
民
に
愛
さ
れ
始
め

る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
も
〝
こ
ま
た
ん
〞
で
あ
る
。
ア
オ
バ
ト

が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
ろ
か
ら
、
照
ヶ
崎
の
観
察
会
を
積

極
的
に
一
般
市
民
へ
解
放
し
、
ア
オ
バ
ト
に
つ
い
て
の
講
演
会
も

開
催
す
る
な
ど
、「
ア
オ
バ
ト
伝
道
」
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
う
し
た
活
動
や
研
究
が
、
大
磯
照
ヶ
崎
の
ア
オ
バ
ト
集
団
飛
来

地
の
県
の
天
然
記
念
物
指
定
に
大
き
く
寄
与
し
、
今
で
は
ア
オ
バ

ト
は
大
磯
町
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。〝
こ
ま
た
ん
〞
な
く
し
て

は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

〝
こ
ま
た
ん
〞
は
、
野
鳥
観
察
へ
の
情
熱
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
こ
う
と
、
鳥
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
若
者
に
惜
し
み
な
く
知

識
や
手
法
を
伝
え
、
自
主
的
に
観
察
活
動
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
育

成
し
て
い
く
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。「
１
度
で
も
参
加
す
れ

ば
メ
ン
バ
ー
」
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
、
特
に
代
表
者
も
決
め
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
テ
ー
マ
で
動
い
て
い
る
自
由
な
雰
囲
気
を
持
つ

〝
こ
ま
た
ん
〞
。
現
メ
ン
バ
ー
の
活
き
活
き
と
し
た
姿
か
ら
、
自

然
観
察
が
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
る
様
を
感
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

着
々
と
活
動
を
共
に
し
て
く
れ
る
若
い
世
代
が
育
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
活
動
開
始
か
ら
４
０
年
あ
ま
り
、〝
こ
ま
た
ん
〞
有
志
の
情
熱

は
、
今
も
絶
え
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

４
０
年
続
く
情
熱
を
次
世
代
へ

「こまたんスタイル」

A

B C

写真：編集部

性
と
い
っ
た
、
今
ま
で
ハ
ッ
キ
リ
と
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
生
態

を
次
々
と
解
明
し
て
い
っ
た
の
だ
。

アオバトのも



「アオバト伝道師育成講座」の様子。ベテランメンバーが中心
となって、若い世代へ実体験に基づいたアオバト研究の歴史
と手法を惜しみなく伝えている。
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か
つ
て
大
磯
の
住
民
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
ア
オ
バ
ト
を
、
地
道
に
観
察
し
続
け
て
き
た
人
た
ち
が
い

る
。
そ
の
名
は
〝
こ
ま
た
ん
〞
。
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野
鳥
観

察
グ
ル
ー
プ
が
、
の
ち
に
ア
オ
バ
ト
研
究
で
次
々
と
成
果
を

上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

1991 年、照ヶ崎海岸の防波堤にて

Another story of   the special feature

﹁
観
察
﹂
に
こ
だ
わ
り
︑
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む

　

現
在
知
ら
れ
て
い
る
ア
オ
バ
ト
の
生
態
の
多
く
は
、
驚
く
べ
き

こ
と
に
ア
マ
チ
ュ
ア
集
団
の
〝
こ
ま
た
ん
〞
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

た
も
の
だ
。
た
と
え
ば
そ
の
鳴
き
声
に
実
は
「
前
奏
」
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
の
も
、
ノ
ド
ア
カ
（
首
が
赤
く
な
る
個
体
）

の
正
体
を
突
き
止
め
た
の
も
彼
ら
で
あ
る
。
そ
の
成
果
の
多
く
は
、

日
本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部
の
研
究
年
報
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
な
ど
に
論

文
と
し
て
発
表
さ
れ
、
日
本
の
ア
オ
バ
ト
研
究
に
欠
か
せ
な
い
基

盤
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

アオバトは丹沢山地で繁殖をする。そのため、山中に分け入っ
て巣を探し、夜明け前から陣取って子育ての観察を行うメン
バー。子どもでも楽しめる緩い観察会から、このような過酷な
調査まで幅広くこなすのが “こまたん ” だ。

　

〝
こ
ま
た
ん
〞
は
あ
く
ま
で
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
仕
込
む
よ
う
な
鳥
に

負
担
を
か
け
る
手
法
は
使
わ
ず
、
あ
え
て
労
力
を
か
け
る
こ
と
を

選
ぶ
。
そ
し
て
、
偶
然
の
発
見
に
出
会
う
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
み
な

が
ら
、
様
々
な
謎
に
挑
ん
で
い
く
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
か
つ
て

か
ら
ア
オ
バ
ト
は
丹
沢
山
地
の
方
か
ら
飛
ん
で
き
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
た
も
の
の
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
に
興
味
を
持
っ
た
有
志
で
照
ヶ
崎
海
岸
を
飛
び
立
つ
ア
オ
バ
ト

の
行
方
を
追
い
、
ど
の
山
を
伝
っ
て
い
く
の
か
記
録
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
最
後
ま
で
は
追
い
切
れ
ず
、「
丹
沢
か
ら
来
て
い
る
」
と

言
い
切
る
に
は
あ
と
一
押
し
「
何
か
」
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
「
何

か
」
と
な
っ
た
の
は
「
ア
オ
バ
ト
の
糞
」
だ
っ
た
。
毎
日
の
よ
う

に
照
ヶ
崎
海
岸
の
岩
場
で
糞
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
、

糞
の
中
に
丹
沢
山
地
の
高
い
と
こ
ろ
に
し
か
な
い
樹
木
の
種
子
が

入
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
だ
。
ア
オ
バ
ト
は
確
か
に
丹
沢

か
ら
飛
ん
で
き
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
糞
調
査
は
、
ア
オ
バ
ト
が

確
実
に
果
実
食
で
あ
る
こ
と
や
、
冬
は
照
ヶ
崎
に
来
て
い
な
い
こ

と
の
大
き
な
根
拠
と
も
な
っ
た
。
こ
う
し
た
地
道
な
プ
ロ
セ
ス
を

楽
し
む
〝
こ
ま
た
ん
〞
の
研
究
ス
タ
イ
ル
が
、
飛
行
ル
ー
ト
や
食

ア
オ
バ
ト
は
〝
こ
ま
た
ん
〞
抜
き
で
語
れ
な
い

“ こまたん ”の今～次世代へ情熱を伝える

時には過酷な調査にも挑む

写真：こまたん　文：編集部

解明していったのは、
の住人たちが始めた
またん ”だった。

アオバトのもう一つの物語


